
平成 24年度年次報告

課題番号：6002

（１）実施機関名：

国土地理院

（２）研究課題（または観測項目）名：

地殻上下変動監視

（３）最も関連の深い建議の項目：

1. 地震・火山現象予測のための観測研究の推進

（1）地震・火山現象のモニタリングシステムの高度化

ア．日本列島域

（４）その他関連する建議の項目：

1. 地震・火山現象予測のための観測研究の推進

（1）地震・火山現象のモニタリングシステムの高度化

イ．地震発生・火山噴火の可能性の高い地域

ウ．東海・東南海・南海地域

（５）本課題の５か年の到達目標：

　地震現象の予測精度を向上させるためには、日本列島域を対象とした既存の観測網の着実な維持・

更新を行う必要がある。

1) 　地震現象の活動予測に有用な情報の収集とより詳細かつ定量的な活動の把握と評価に資するため、

全国の一等水準路線の繰り返し観測を引き続き実施する。また、地震発生後には、各地域の地震前後

の上下地殻変動を検出するため、災害時緊急水準測量を実施する。

2) 　地震発生の可能性が高い地域の中でも、東海・東南海・南海地域及び宮城沖周辺地域は、その切

迫性が極めて高いとされていることから、これらの地区を対象として、定期的に水準測量を実施し信

頼性のある高精度の地殻上下変動量データを収集する。また、地震発生後の地殻上下変動を把握する

ために、災害時緊急水準測量を実施する。

（６）本課題の５か年計画の概要：

1) 　全国約 20,000キロメートルを対象として、水準測量を実施する。

　　水準測量については、第 9回全国改測が平成 17年度に完了し、現在は第 10回全国改測が九州地

方から開始され、近畿・東海地方まで観測が進んでいる。

　　平成 21年度においては、水準測量を長野県外 10府県で 1,484キロメートル実施する。

　　平成 22年度以降については、関東地方から北海道地方にかけて引き続き第 10回全国改測を順次

実施する。

2) 　（５）2)に記した沿岸部約 6,500キロメートルを対象に、平成 21年度においては、水準測量を

1,645キロメートル実施する。平成 22年度においては、水準測量を 1,918キロメートル実施する。平

成 23年度以降においては、水準測量を 1,645キロメートル実施する年度と、1,918キロメートル実施

する年度を隔年とする。



（７）平成 24年度成果の概要：
1）津軽地区，下北地区及び福井地区で 436キロメートルの水準測量を実施した．（測地基準課）

2）御前崎周辺で年 4回の繰り返し観測（延べ 326キロメートル）を実施したほか，相模，遠州，伊豆

東，駿河，三浦東，中越，牡鹿，房総，神奈川，さいたま，阪神，紀伊東，仙台及び室戸地域で延べ

1,777.5キロメートルの水準測量を実施した．（機動観測課）

（８）平成 24年度の成果に関連の深いもので、平成 24年度に公表された主な成果物（論文・報告書等）：
国土地理院，2012，東北地方の地殻変動，地震予知連絡会会報，89，72-105．

国土地理院，2012，伊豆地方の地殻変動，地震予知連絡会会報，89，146-154．

国土地理院，2012，東海地方の地殻変動，地震予知連絡会会報，89，184-225．

国土地理院，2012，北陸・中部地方の地殻変動,地震予知連絡会会報，89，263-266．

国土地理院，2012，近畿地方の地殻変動，地震予知連絡会会報，89，282-284．

（９）平成 25年度実施計画の概要：
1）青森地域，北海道十勝地域及び日高地域において 618キロメートルの水準測量を実施する．

2）御前崎周辺で年 2回の繰り返し観測を実施するほか，遠州，駿河，伊豆，相模，伊豆西，中越，三

浦東，千葉，紀伊，牡鹿，神奈川，室戸及び足摺地域で延べ 1,745キロメートルの水準測量を実施する．

（10）実施機関の参加者氏名または部署等名：
測地部測地基準課、測地部機動観測課

他機関との共同研究の有無：無

（11）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：地理地殻活動研究センター 　研究管理課

電話：029-864-5954

e-mail：eiss@gsi.go.jp

URL：http://www.gsi.go.jp

（12）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
氏名：畑中雄樹 　

所属：地理地殻活動研究センター 　地殻変動研究室


